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1. 21年２月期の連結業績（平成20年３月１日～平成21年２月28日） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
2. 配当の状況 

 
（注）20年２月期期末配当金の内訳 普通配当30円00銭 記念配当10円00銭 

3. 22年２月期の連結業績予想（平成21年３月１日～平成22年２月28日） 
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(百万円未満切捨て)

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年２月期 66,461 8.3 4,272 3.9 4,243 1.8 1,560 △8.3

20年２月期 61,360 10.7 4,112 △19.8 4,169 △20.2 1,701 △26.8

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年２月期 142 48 ― 9.1 9.5 6.4

20年２月期 150 96 149 90 10.4 10.2 6.7

(参考) 持分法投資損益 21年２月期 △10百万円 20年２月期 1百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年２月期 47,664 21,645 37.0 1,609 34

20年２月期 42,124 20,675 39.3 1,509 46

(参考) 自己資本 21年２月期 17,631百万円 20年２月期 16,537百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年２月期 4,871 △1,356 △636 23,007

20年２月期 4,196 △1,758 △1,965 20,139

１株当たり配当金
配当金総額 
(年間)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)(基準日)

第１ 
四半期末

第2 
四半期末

第３
四半期末

期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年２月期 ― ― ― 30 00 30 00 328 21.1 1.9

20年２月期 ― ― ― 40 00 40 00 438 26.5 2.5

22年２月期(予想) ― ― ― 30 00 30 00 ― 14.9 ―

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 33,220 7.9 1,570 8.7 1,490 3.5 670 23.0 61 16

通 期 69,100 4.0 4,740 10.9 4,640 9.4 2,210 41.6 201 72
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4. その他 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 

② ①以外の変更         無 

 
(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、40ページ「１株当たり情報」をご

覧ください。 

  

1. 21年２月期の個別業績（平成20年３月１日～平成21年２月28日） 

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

 

 
  

2. 22年２月期の個別業績予想（平成21年３月１日～平成22年２月28日） 

 

 
  
 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、今後の経済状

況等の変化により、実際の業績は予想値と異なる場合があります。 

  

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項の変更に記載されるもの）

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 21年２月期 11,568,000株 20年２月期 11,568,000株

② 期末自己株式数 21年２月期 612,240株 20年２月期 611,925株

(参考) 個別業績の概要

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 21年２月期 49,136 9.0 3,921 6.4 3,886 5.4 1,699 △15.7

 20年２月期 45,069 11.5 3,685 △7.9 3,686 △7.0 2,015 4.5

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

 21年２月期 155 16 ―

 20年２月期 178 83 177 58

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

 21年２月期 37,782 15,785 41.8 1,440 88

 20年２月期 32,065 14,529 45.3 1,326 19

(参考) 自己資本 21年２月期 15,785百万円 20年２月期 14,529百万円

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 24,590 10.1 1,320 △5.4 1,270 △9.0 640 △8.7 58 42

通 期 51,620 5.1 4,140 5.6 4,040 4.0 2,060 21.2 188 03
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①当連結会年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、当初は、原油を初めとする輸入原材料価格の高騰による物価上

昇の動きが見られる一方、金融環境の変化により建設・不動産業界において大型倒産が発生するなど景

況が大きく変化し、下半期はリーマンショックから始まる世界的金融不安に端を発し、それまで堅調と

見られていた輸出産業の業績の大幅悪化を招くなど、実体経済に波及し、各種経済指標が軒並み悪化す

る「百年に一度」と形容される不況期に入ったものと見られ、今後も企業業績に加え、雇用不安を背景

に先行き不透明感が増大しています。 

 小売業界の環境につきましては、非正規雇用者をはじめとする雇用問題に加え、企業業績の大幅悪化

による給与所得などの伸び悩みや、金融資産や不動産の下落など保有資産価値の下落などによって、個

人消費意欲は大幅に減退しております。また、過去数年間における郊外型大型ショッピングモールの開

発や、都心部における百貨店等の大型増床により、総体として売り場面積が大幅に増大しており、店舗

効率が低下する要因ともなりつつあります。この結果、郊外のショッピングモールを主力としたデベロ

ッパーが倒産するなどの動きもあり、市場環境は極めて厳しいものとなっております。 

 衣料小売業界におきましては、企画から店頭販売までの期間を、可能な限り短いリードタイムでタイ

ムリーな商品供給を行い、業績を伸張させてきたSPA業態が、結果的にブランドの同質化から、一部に

顧客離れを引き起こし始めております。 

 このような状況の中、当企業集団は業態の確立と出店の促進とを積極的に行うとともに、業態変換に

よる既存店の活性化と不採算店舗の撤退とを推し進め、業容の拡大と経営効率の改善に努めてまいりま

した。 

 衣料事業におきましては、上記のような国内経済環境の悪化、衣料小売業界固有の要因等、顧客の購

買意欲が著しく減退する厳しい状況にありましたが、52週MDの本格稼動による機動的な商品投入によっ

て店頭商品の鮮度を向上させるなどしたほか、出店を91店舗行うなどした結果、売上高は前年比8.0％

増加の51,709百万円となりました。 

 雑貨事業におきましては、売上高は前年比11.0％増加の10,685百万円と、引き続き順調に拡大し、

100億円の大台を突破いたしました。 

 以上の結果、当連結会計年度における当企業集団の売上高は前年比8.3％増の66,461百万円となりま

した。 

 利益面につきましては、株式会社パル単体の売上高総利益率が前年比2.1ポイント改善したことを主

因に、連結ベースでは1.7ポイントの改善となったため、販売費及び一般管理費において、売上高対比

で前年比2.0ポイント悪化し49.3％となったものの、営業利益は前年比3.9％増加し、4,272百万円とな

りました。売上高総利益率の改善の要因は、52週ＭＤの精度向上による在庫回転率の改善などであり、

また、販売費及び一般管理費については、雇用逼迫傾向を背景とした人件費の増加が継続していたこと

が主な増加要因であります。経常利益は、前年比1.8％増加し、4,243百万円となりました。しかしなが

ら、45店舗を退店し、また、18店舗を業態転換するなどした結果、退店等に伴う固定資産除却損及び減

損等が増加し、特別損失は1,010百万円となりました。これらの結果、当期純利益は、前年比8.3％減少

の1,560百万円となり、増収減益となりました。 

  

１ 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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  前連結会計年度末の店舗数  481店 

   新規店舗数        107店 

   退店店舗数         45店 

   当連結会計年度末の店舗数 543店 

  

次期連結会計年度においても、わが国の経済環境は引き続き厳しさを増すものと思われ、雇用環境や個人

所得の水準が悪化することが見込まれるため、今後小売業の経営環境はますます厳しくなるものと思われま

す。 

 当企業集団においても、こうした外部要因の影響は避けられないものと考えますが、効率を重視した出店

戦略と、不採算店舗の撤退・業態転換に加え、①品番を絞り込んだ価格対応力のある戦略商品の投入、②コ

ンセプトの明確なブランドに対する積極的プロモーション、③その他のブランドについては外部スタッフ投

入による活性化、④もしくはブランドの統廃合による経営資源の集中、などにより売上の確保を図り、既存

店売上を前年対比97％の水準の低下に留める計画です。利益面では、⑤５２週ＭＤの精度の向上による粗利

益率と商品回転率の更なる向上、⑥雇用環境の変化及びシフト管理の厳格化により人件費率の低下が見込ま

れること、などにより粗利益率の改善と経費率の圧縮に努め、売上高は前年比4.0％増の69,100百万円、営

業利益は前年比10.9％増の4,740百万円、経常利益は前年比9.4％増の4,640百万円、当期純利益は前年比

41.6％増の2,210百万円を計画しております。 

  

②当連結会計年度のセグメント別の販売実績

セグメント 金額(百万円)
前年同期比
（％）

衣料事業

  フレンチカジュアル 8,750 98.2

  ユニセックス 9,304 115.4

    タウンカジュアル 10,594 105.1

  アウトレット 7,631 127.7

  ユーズド 2,405 107.6

  ナイスクラップ 13,022 106.7

    衣料事業合計 51,709 108.0

雑貨事業 10,685 111.0

その他の事業 4,066 105.8

    合   計 66,461 108.3

③当連結会計年度の店舗の状況(平成20年３月１日～平成21年２月28日)

④次期の見通し
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当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、投資活動に使用した資金

が1,356百万円となり、また、財務活動により使用した資金が636百万円になりましたが、営業活動によ

り取得した資金が4,871百万円となりましたため、前連結会計年度末に比べ資金は2,868百万円増加し、

23,007百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、営業活動の結果取得した資金は4,196百万円でありましたが、当連

結会計年度は、仕入債務の増加等により、営業活動の結果取得した資金は4,871百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、投資活動の結果使用した資金は1,758百万円でありましたが、当連

結会計年度は、保証金の差入と返還による純支出1,113百万円があったこと等により、投資活動により

使用した資金は1,356百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、財務活動の結果使用した資金は1,965百万円でありましたが、当連

結会計年度は、割賦未払金の支払及び配当金の支払等により、財務活動により使用した資金は636百万

円となりました。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
自己資本比率              ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

  

当社は、株主の方々に対する利益還元を経営の最重要政策のひとつと位置づけており、事業展開の結

果として必要な利益を確保した上で、内部留保を充実させることにより、企業体質の強化、安定化を図

り、このことを通じて株主の方々に長期にわたって安定した配当を継続することを基本方針としており

ます。 

なお、当期の配当につきましては、１株当たり30円を予定しており、次期の配当につきましても１株当

たり30円を予想しております。 

  

(2) 財政状態に関する分析

平成18年２月期 平成19年２月期 平成20年２月期 平成21年２月期

自己資本比率(%) 33.9 40.6 39.3 37.0

時価ベースの自己資本比率(%) 220.5 97.1 41.6 22.5

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率(%)

106.3 284.2 180.2 172.1

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ(倍)

55.2 20.9 28.9 32.5

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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1.ファッション動向の変化について 

 一般に、ファッション動向は常に変化する流行に左右されることから、当企業集団が属するファッシ

ョン衣料業界におきましては、業績に対する流行の影響を排除することは困難であります。また、主要

顧客である若年層向のマーケットにおける同業他社との競争は熾烈であります。 

 当企業集団では、複数のブランドを持つことにより広範囲のファッションをカバーし、また、一週間

単位で事業部毎に各店責任者が集まり、販売動向、在庫動向等の検証を行う等、流行に即した商品企画

及び仕入に努めております。 

2.出店政策について 

①テナント出店について 

 当企業集団は、主として駅ビルや商業施設等にテナントとして出店しております。これは集客力を有

する駅ビル等に出店することで販売力を確保すること、周辺環境や人の流れの変化に迅速に対応し出退

店によるスクラップアンドビルドを行う際に過剰な固定資産や設備の保有を極力避けることを目的とす

るものであります。 

 当企業集団は、今後もストアブランドを保ちながら、駅ビルや商業施設等へのテナント店舗を中心に

積極的な出店を進めていく方針であります。 

 また、出店先の選定にあたり、賃借料、商圏人口、特に衣料品に関しては主要顧客である若者に魅力

ある出店先であるかどうか等を総合的に勘案することで、効率的な店舗展開を図っております。当企業

集団にとって魅力的な出店先が充分に確保できない場合には出店数を縮小する可能性があるほか、店舗

の出店数、出店場所、出店時期等により、当企業集団の業績は影響を受ける可能性があります。 

 さらに、テナント店舗の出店にあたり店舗賃借のための保証金の差し入れを行っているため、平成21

年２月末時点において保証金が総資産の18.8％を占めております。当企業集団は大手デベロッパーへの

出店がほとんどでありますが、倒産その他賃貸人の事由により保証金の全部または一部が回収できない

可能性があります。 

②スクラップアンドビルドに伴う費用について 

 当企業集団は、ファッショントレンドの変化を迅速かつ正確に読み取り、新しい業態を開発する一

方、時流に合わなくなった古い業態は積極的に見直しております。一般に小売業界におきましては開店

後の経過等により既存店舗の売上は減少する傾向にあることから、当企業集団では新規出店に加えて、

既存店舗におきましても商品構成の見直し、業態変更、必要な場合は退店を行う等、スクラップアンド

ビルドを積極的に行うことで店舗全体の活性化を図っております。当企業集団では、このような事業再

構築のための費用が、いわば必要経費的に発生するものと認識しております。 

3.顧客情報の管理について 

 当企業集団では、顧客情報の管理には細心の注意を払っておりますが、顧客情報の外部漏洩事件が発

生した場合には、当企業集団の信用力が低下する等により、業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

  

  

  

(4) 事業等のリスク
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当社の企業集団は、当社および連結子会社11社ならびに関連会社3社にて構成されており、一般消費者を対

象とした店頭での衣料の販売を主な事業の内容とし、さらに雑貨の販売およびその他の事業を展開しており

ます。 

事業の系統図は、次のとおりであります。 

 

 

(注）持分法適用関連会社NICECLAUP H.K. LTD.は、平成20年９月より営業を休止しています。 

２ 企業集団の状況
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当社は、「常に新しいファッションライフの提案を通じて地域社会に貢献する」ことを社是としてお

ります。そしてその実現に向け、商品、サービス、販売技術、財務体質や社員の質などすべてにおい

て、お客様はもとより、株主の方々、お取引先様、社会から認められる企業として成長し、信頼を確立

することを基本方針としております。 

当社は、企業基盤を強化し、高収益体質の向上を図るとともに、ＲＯＥ（株主資本利益率）を重要指

標として、企業経営に取り組んでまいります。 

当企業集団は、 ①生産のグローバル化による高感度・高粗利益率商品の供給を推進することによ

り、価格訴求力と収益力とを同時に追求することを目指すとともに、 ②人員配置・店舗運営の効率化

を推進し、経営資源の最適配置を図るよう努めてまいります。 ③顧客満足度（ＣＳ）向上のため全社

的な運動を展開し、お客様のご支持をいただけるよう努めてまいります。 

 また、 ④「一流になろう」をテーマに約３０ある各ブランドが各々のコンセプトに応じたターゲッ

トを設定、売上・利益等の営業効率の更なる向上はもとより、ブランドイメージやＣＳにおいても「一

流」になることを目標とし、種々の施策を行います。 

以上の施策を推進することで経営基盤の拡充を図り、安定的な成長を目指していく所存であります。 

該当事項はありません。 

３ 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題

(4) その他、会社の経営上重要な事項
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４ 連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

前連結会計年度 

(平成20年２月29日)

当連結会計年度 

(平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比 

(％)
金額(千円)

構成比 

(％)

(資産の部)

Ⅰ 流動資産

 １ 現金及び預金 20,961,763 23,837,274

 ２ 受取手形及び売掛金 ※４ 2,945,623 3,737,936

 ３ 有価証券 3,580 ―

 ４ たな卸資産 3,194,830 3,291,587

 ５ 繰延税金資産 482,950 444,361

 ６ その他 311,308 344,367

   貸倒引当金 △3,354 △2,847

   流動資産合計 27,896,704 66.2 31,652,679 66.4

Ⅱ 固定資産

 １ 有形固定資産

  (1) 建物及び構築物 ※１ 5,453,861 6,394,126

    減価償却累計額 ※２ 2,385,790 3,068,071 2,548,651 3,845,475

  (2) 機械装置及び運搬具 13,460 18,963

    減価償却累計額 5,567 7,892 6,045 12,917

  (3) 土地 ※１ 801,931

    減価償却累計額 ※２ 13,897 788,034 804,837

  (4) その他 499,048 478,297

    減価償却累計額 ※２ 314,790 184,258 338,877 139,420

   有形固定資産合計 4,048,256 9.6 4,802,651 10.1

 ２ 無形固定資産

  (1) その他 76,742 64,445

   無形固定資産合計 76,742 0.2 64,445 0.1

 ３ 投資その他の資産

  (1) 投資有価証券 ※３ 500,012 371,145

  (2) 長期貸付金 5,789 ―

  (3) 保証金 ※１ 7,874,066 8,979,280

  (4) 繰延税金資産 487,001 590,093

  (5) その他 ※１ 1,300,931 1,283,387

    貸倒引当金 △64,535 △79,222

   投資その他の資産合計 10,103,265 24.0 11,144,685 23.4

   固定資産合計 14,228,265 33.8 16,011,783 33.6

   資産合計 42,124,969 100.0 47,664,463 100.0
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前連結会計年度 

(平成20年２月29日)

当連結会計年度 

(平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

構成比 

(％)
金額(千円)

構成比 

(％)

(負債の部)

Ⅰ 流動負債

 １ 支払手形及び買掛金 ※４ 6,951,945 9,649,400

 ２ 短期借入金 ※１ 1,554,348 1,258,464

 ３ 一年以内返済予定 

   長期借入金
※１ 1,205,585 1,156,314

 ４ 未払費用 1,003,724 1,208,433

 ５ 未払法人税等 1,180,687 773,625

 ６ 賞与引当金 624,729 635,781

 ７ 役員賞与引当金 217,000 190,000

 ８ 返品調整引当金 9,390 3,470

 ９ その他 1,645,626 2,018,363

   流動負債合計 14,393,038 34.2 16,893,854 35.5

Ⅱ 固定負債

 １ 長期借入金 ※１ 4,804,164 5,967,395

 ２ 退職給付引当金 247,774 251,528

 ３ 役員退職慰労引当金 125,375 109,555

 ４ 長期未払金 1,633,851 2,438,853

 ５ 負ののれん 158,008 175,508

 ６ その他 87,580 182,209

   固定負債合計 7,056,754 16.7 9,125,050 19.1

   負債合計 21,449,792 50.9 26,018,904 54.6

(純資産の部)

Ⅰ 株主資本

 １ 資本金 3,181,200 7.6 3,181,200 6.7

 ２ 資本剰余金 3,379,452 8.0 3,379,452 7.1

 ３ 利益剰余金 11,212,921 26.6 12,335,598 25.9

 ４ 自己株式 △1,228,490 △2.9 △1,228,773 △2.6

   株主資本合計 16,545,083 39.3 17,667,477 37.1

Ⅱ 評価・換算差額等

 １ その他有価証券評価 

   差額金
△7,366 0.0 △35,958 △0.1

   評価・換算差額等合計 △7,366 0.0 △35,958 △0.1

Ⅲ 少数株主持分 4,137,460 9.8 4,014,039 8.4

   純資産合計 20,675,177 49.1 21,645,558 45.4

   負債及び純資産合計 42,124,969 100.0 47,664,463 100.0
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(2) 連結損益計算書

前連結会計年度

(自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日)

当連結会計年度

(自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

百分比 

(％)
金額(千円)

百分比 

(％)

Ⅰ 売上高 61,360,181 100.0 66,461,827 100.0

Ⅱ 売上原価 28,204,744 46.0 29,466,980 44.3

   売上総利益 33,155,437 54.0 36,994,846 55.7

  返品調整引当金戻入額 7,747 0.0 5,919 0.0

   差引売上総利益 33,163,184 54.0 37,000,765 55.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費

 １ 販売手数料及び 

   広告宣伝費
1,517,927 1,616,828

 ２ 運送保管費 1,604,852 1,655,414

 ３ 貸倒引当金繰入額 652 15,632

 ４ 給与手当・賞与 8,849,121 10,046,492

 ５ 賞与引当金繰入額 624,729 611,014

 ６ 役員賞与引当金繰入額 217,000 190,000

 ７ 退職給付引当金繰入額 36,436 54,062

 ８ 役員退職慰労引当金 

   繰入額
5,490 3,900

 ９ 福利厚生費 1,345,015 1,564,181

 10 賃借料 9,483,641 10,987,371

 11 リース料 399,151 433,721

 12 その他 4,966,827 29,050,845 47.3 5,549,265 32,727,884 49.3

   営業利益 4,112,339 6.7 4,272,880 6.4

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 23,864 11,942

 ２ 賃貸料収入 40,098 44,971

 ３ 負ののれん償却額 75,026 66,437

 ４ その他 96,579 235,569 0.4 71,648 194,999 0.3

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 146,443 155,208

 ２ 投資事業組合損失 4,890 4,140

 ３ 持分法投資損失 ― 10,587

 ４ その他 27,154 178,488 0.3 54,746 224,682 0.3

   経常利益 4,169,420 6.8 4,243,198 6.4
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前連結会計年度

(自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日)

当連結会計年度

(自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円)

百分比 

(％)
金額(千円)

百分比 

(％)

Ⅵ 特別利益

 １ 保険解約益 7,525 8,288

 ２ 固定資産売却益 ※１ 9,658 124,459

 ３ 会員権売却益 9,205 ―

  ４ 退職給付引当戻入益 ― 28,732

 ５ その他 ― 26,390 0.0 500 161,981 0.2

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 271,123 409,898

 ２ リース解約損 23,943 61,231

 ３ 減損損失 ※２ 109,719 495,521

 ４ 退職給付引当金繰入額 39,361 ―

 ５ 投資有価証券評価損 27,675 18,182

 ６ その他 6,278 478,100 0.8 25,626 1,010,461 1.5

   税金等調整前当期純利益 3,717,710 6.0 3,394,718 5.1

   法人税、住民税及び 

   事業税
2,105,422 1,752,015

   法人税等調整額 △297,963 1,807,459 2.9 △32,003 1,720,012 2.6

    少数株主利益 208,911 0.3 113,753 0.2

     当期純利益 1,701,340 2.8 1,560,951 2.3
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前連結会計年度(自 平成19年３月１日 至 平成20年２月29日) 

  

 
  

 
  

(3) 連結株主資本等変動計算書

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年２月28日残高(千円) 3,181,200 3,379,555 9,897,351 △220,321 16,237,785

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △379,872 △379,872

 当期純利益 1,701,340 1,701,340

 自己株式の取得 △1,034,478 △1,034,478

 自己株式の処分 △6,001 26,310 20,308

 その他 5,898 △5,898

 株主資本以外の項目の連結 
 会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

△103 1,315,569 △1,008,168 307,297

平成20年２月29日残高(千円) 3,181,200 3,379,452 11,212,921 △1,228,490 16,545,083

評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産合計その他 
有価証券 
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成19年２月28日残高(千円) 9,725 9,725 4,061,613 20,309,123

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △379,872

 当期純利益 1,701,340

 自己株式の取得 △1,034,478

 自己株式の処分 20,308

 その他

 株主資本以外の項目の連結 
 会計年度中の変動額(純額)

△17,091 △17,091 75,847 58,755

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

△17,091 △17,091 75,847 366,053

平成20年２月29日残高(千円) △7,366 △7,366 4,137,460 20,675,177
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当連結会計年度(自 平成20年３月１日 至 平成21年２月28日) 

  

 
  

 
  

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年２月29日残高(千円) 3,181,200 3,379,452 11,212,921 △1,228,490 16,545,083

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △438,243 △438,243

 当期純利益 1,560,951 1,560,951

 自己株式の取得 △363 △363

 自己株式の処分 △31 80 48

 その他 31 △31

 株主資本以外の項目の連結 
 会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

1,122,677 △282 1,122,394

平成21年２月28日残高(千円) 3,181,200 3,379,452 12,335,598 △1,228,773 17,667,477

評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産合計その他 
有価証券 
評価差額金

評価・換算
差額等合計

平成20年２月29日残高(千円) △7,366 △7,366 4,137,460 20,675,177

連結会計年度中の変動額

 剰余金の配当 △438,243

 当期純利益 1,560,951

 自己株式の取得 △363

 自己株式の処分 48

 その他

 株主資本以外の項目の連結 
 会計年度中の変動額(純額)

△28,592 △28,592 △123,421 △152,013

連結会計年度中の変動額合計 
(千円)

△28,592 △28,592 △123,421 970,381

平成21年２月28日残高(千円) △35,958 △35,958 4,014,039 21,645,558
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

前連結会計年度

(自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日)

当連結会計年度

(自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ 営業活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前当期純利益 3,717,710 3,394,718

 ２ 減価償却費 808,551 895,726

 ３ 減損損失 109,719 495,521

  ４ のれん償却額 ― 13,439

 ５ 負ののれん償却額 △75,026 △ 66,437

 ６ 持分法による投資損益 

  （△利益）
△1,844 10,587

 ７ 貸倒引当金の増加（△減少）額 3,562 14,180

 ８ 賞与引当金の増加額 217,449 11,052

 ９ 役員賞与引当金の減少額 △7,000 △ 27,000

 10 返品調整引当金の減少額 △7,747 △ 5,919

 11 退職給付引当金の増加額 65,397 3,754

 12 役員退職慰労引当金の増加 

   （△減少）額
3,990 △ 15,820

 13 投資有価証券評価損 27,675 18,182

 14 受取利息及び受取配当金 △24,336 △ 18,468

 15 有価証券売却益 △15,884 △ 431

 16 保険解約差益 ― △ 1,610

 17 為替差損 4,888 10,463

 18 投資事業組合損失 4,890 4,140

 19 支払利息 146,443 155,208

 20 有形固定資産売却益 ― △ 124,459

 21 有形固定資産売却損 ― 13

 22 有形固定資産除却損 228,506 319,389

 23 無形固定資産除却損 83 ―

 24 会員権売却益 △9,205 ―

 25 売上債権の減少（△増加）額 124,352 △ 793,831

 26 たな卸資産の減少（△増加）額 173,208 △ 96,756

 27 仕入債務の増加額 99,103 2,501,872

 28 未払消費税等の減少額 △12,525 △ 90,186

 29 その他 346,089 540,211

    小計 5,928,052 7,147,538

 30 利息及び配当金の受取額 19,822 15,373

 31 利息の支払額 △145,258 △ 150,063

 32 法人税等の支払額 △1,605,996 △ 2,141,101

   営業活動による 

   キャッシュ・フロー
4,196,618 4,871,747
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前連結会計年度

(自 平成19年３月１日

至 平成20年２月29日)

当連結会計年度

(自 平成20年３月１日

至 平成21年２月28日)

区分
注記 

番号
金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ 投資活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △593,539 △397,002

 ２ 有形固定資産の売却による収入 27,156 151,706

 ３ 定期預金の増減額 △41,482 △7,246

 ４ 投資有価証券の取得による支出 △453,112 △9,042

 ５ 投資有価証券の売却による収入 281,545 25,723

 ６ 保険積立金の増減額 △1,015 5,135

 ７ 会員権の売却による収入 48,377 ―

 ８ 貸付金の貸付による支出 ― △14,168

 ９ 長期貸付金の回収による収入 297 5,789

 10 保証金の差入による支出 △1,204,796 △1,988,477

 11 保証金の返還による収入 203,509 874,814

 12 無形固定資産の取得による支出 △8,335 △2,893

 13 新規連結子会社株式取得による 

   純支出
※２ △4,019 ―

 14 連結子会社株式の 

   追加取得による支出
△1,000 △500

 15 関連会社株式の取得による支出 △11,606 ―

   投資活動による 

   キャッシュ・フロー
△1,758,021 △1,356,161

Ⅲ 財務活動による 

  キャッシュ・フロー

 １ 短期借入金の増減額 △426,000 △ 295,883

 ２ 長期借入れによる収入 1,691,815 2,129,580

 ３ 長期借入金の返済による支出 △1,076,691 △ 1,015,621

 ４ 割賦未払金の支払による支出 △637,805 △ 871,508

 ５ 配当金の支払額 △379,184 △ 438,492

 ６ 少数株主への配当金の支払額 △68,904 △ 67,818

 ７ ストックオプションの 

   行使による収入
20,097 ―

 ８ 自己株式の売却による収入 211 48

 ９ 自己株式の取得による支出 △1,088,901 △ 77,163

   財務活動による 

   キャッシュ・フロー
△1,965,362 △ 636,857

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る 

  換算差額
△4,888 △ 10,463

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 468,346 2,868,264

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 19,670,871 20,139,217

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 20,139,217 23,007,481
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該当事項はありません。 

  

(5) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前連結会計年度

(自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日)

当連結会計年度
(自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日)

１ 連結の範囲に関する事項  連結子会社の数  13社

  連結子会社の名称

   英・インターナショナル㈱

   ㈱アッカ

   ㈱Ｐ.Ｍ.フロンティア

   ㈱インヴォークモード

㈱パル・リテイルシステムズ・

サービス

   ㈱マグスタイル

   ㈱ナイスクラップ

   ㈱ビーアップ

   ㈱アパラ

   ㈱ＴＷＯ－Ｏ

   ㈱東洋産業商会

   ㈱クレセントスタッフ

   ㈱ＴＨＲＥＡＤ

当連結会計年度において、㈱Ｔ

ＨＲＥＡＤの株式を新規取得した

ことにより、㈱ＴＨＲＥＡＤが連

結子会社となりました。

また、㈱クリップは平成19年５

月31日付けで㈱Ｐ.Ｍ.フロンティ

アに商号変更いたしました。

なお、㈱パル・リテイルシステ

ムズ・サービスは平成19年９月１

日付けで、当社に吸収合併された

ため、子会社に該当しなくなりま

した。

 連結子会社の数   11社

  連結子会社の名称

   英・インターナショナル㈱

   ㈱アッカ

   ㈱Ｐ.Ｍ.フロンティア

   ㈱インヴォークモード

   ㈱マグスタイル

   ㈱ナイスクラップ

   ㈱ビーアップ

   ㈱アパラ

   ㈱東洋産業商会

   ㈱クレセントスタッフ

   ㈱ＴＨＲＥＡＤ

㈱ＴＷＯ－Ｏについては清算が

結了したため、連結の範囲より除

いております。

２ 持分法の適用に関する事

項

(1) 持分法適用会社の数  ３社

  持分法適用関連会社の名称

   NICECLAUP H.K. LTD.

   RUSSET (H.K.) CO., LTD.

   ㈱クークロワッサン

当連結会計年度において、

RUSSET (H.K.) CO., LTD.は設立

に伴い出資したことにより、同社

が持分法適用関連会社となりまし

た。また、当連結会計年度におい

て、㈱クークロワッサンの株式を

追加取得したことにより、同社が

持分法適用関連会社となりまし

た。

(1) 持分法適用会社の数  ３社 

  持分法適用関連会社の名称 

   NICECLAUP H.K. LTD. 

   RUSSET (H.K.) CO., LTD. 

   ㈱クークロワッサン
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日)

当連結会計年度
(自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日)

(2) 持分法の適用の手続について特に

記載する必要があると認められる事

項

  持分法適用会社は決算日が相違し

ておりますが、RUSSET (H.K.) CO., 

LTD.以外の会社は当該会社の事業年

度に係る財務諸表を使用しており、

RUSSET (H.K.) CO., LTD.は、12月

31日で実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。

(2) 持分法の適用の手続について特に

記載する必要があると認められる事

項 

 持分法適用会社は決算日が相違し

ておりますが、RUSSET (H.K.) CO., 

LTD.以外の会社は当該会社の事業年

度に係る財務諸表を使用しており、

RUSSET (H.K.) CO., LTD.は、12月

31日で実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。

  

３ 連結子会社の事業年度等

に関する事項

 ㈱東洋産業商会、㈱クレセントスタ

ッフの決算日は12月31日、また、㈱マ

グスタイル、㈱ナイスクラップ、㈱ビ

ーアップ、㈱アパラ、㈱ＴＷＯ－Ｏの

決算日は１月31日、㈱ＴＨＲＥＡＤの

決算日は５月31日であり、連結決算日

と一致しておりません。 

 連結財務諸表の作成にあたっては、

㈱ＴＨＲＥＡＤ以外の会社は同日現在

の財務諸表を使用し、連結決算日との

間に生じた重要な取引については、連

結上必要な調整を行っており、㈱ＴＨ

ＲＥＡＤは連結決算日現在で実施した

仮決算に基づく財務諸表を使用してお

ります。

㈱東洋産業商会、㈱クレセントスタッ

フの決算日は12月31日、また、㈱マグ

スタイル、㈱ナイスクラップ、㈱ビー

アップ、㈱アパラの決算日は１月31日

であり、連結決算日と一致しておりま

せん。 

 連結財務諸表の作成にあたっては、

同日現在の財務諸表を使用し、連結決

算日との間に生じた重要な取引につい

ては、連結上必要な調整を行っており

ます。

４ 会計処理基準に関する事

項

 (1) 重要な資産の評価基準

及び評価方法

イ 有価証券

その他有価証券

   時価のあるもの

連結会計年度末日の市場価格

等に基づく時価法(評価差額

は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法

により算定)

イ 有価証券

その他有価証券

   時価のあるもの

同左

   時価のないもの

投資事業有限責任組合および

これに類する組合への出資に

ついては、当該投資事業有限

責任組合およびこれに類する

組合の直近の決算書の当社持

分割合で評価、その他につい

ては移動平均法による原価法

   時価のないもの

同左

ロ たな卸資産 

  主として個別法による原価法

ロ たな卸資産

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日)

当連結会計年度
(自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日)

 (2) 重要な減価償却資産の

減価償却の方法

イ 有形固定資産

  定率法

ただし、建物（建物附属設備を除

く）については定額法

イ 有形固定資産

同左

―  (追加情報)

 ① 法人税法の改正に伴い、平成19

年３月31日以前に取得した有形固定

資産については、改正前の法人税法

に規定する償却方法の適用により取

得価額の５％に到達した連結会計年

度の翌連結会計年度より、取得価額

の５％相当額と備忘価額との差額を

５年間にわたり均等償却しておりま

す。

  なお、この変更に伴う損益に与え

る影響は軽微であります。 

② 当連結会計年度より各有形固定

資産に対する減損損失累計額を当該

資産より直接控除し、その控除残高

を当該資産に金額として表示してお

ります。

ロ 無形固定資産

定額法

なお、自社利用のソフトウエアに

ついては社内における見込利用可

能期間(５年)に基づく定額法

ロ 無形固定資産

同左

 (3) 重要な引当金の計上基

準

イ 貸倒引当金

   債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収の

可能性を検討し、回収不能見込額

を計上しております。

イ 貸倒引当金

同左

ロ 賞与引当金

   従業員に対する賞与の支払に備

えるため、当連結会計年度の負担

すべき支給見込額を計上しており

ます。

ロ 賞与引当金

同左

ハ 役員賞与引当金

   役員に対する賞与の支給に備え

るため、当連結会計年度の負担す

べき支給見込額を計上しておりま

す。

ハ 役員賞与引当金

同左

ニ 返品調整引当金

   販売した製品の返品による損失

に備えるため、法人税法の繰入限

度額相当額を計上しております。

ニ 返品調整引当金

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日)

当連結会計年度
(自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日)

ホ 退職給付引当金

   当社及び一部の連結子会社は、

従業員の退職給付に備えるため、

当連結会計年度末における退職給

付債務に基づき計上しておりま

す。

   数理計算上の差異は、その発生

時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５年）による定

額法により翌連結会計年度から費

用処理することとしております。

ホ 退職給付引当金

       同左

ヘ 役員退職慰労引当金

   役員の退職に備え、内規に基づ

く期末要支給額を計上しておりま

す。

ヘ 役員退職慰労引当金

同左

 (4) 重要なリース取引の処

理方法

 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナン

ス・リース取引については通常の賃貸

借取引に準じた会計処理によっており

ます。

同左

 (5) その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

消費税等の会計処理方法

 税抜方式によっております。

消費税等の会計処理方法

同左

５ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

 連結子会社の資産及び負債の評価に

ついては、全面時価評価法を採用して

おります。

同左

６ のれん及び負ののれんの

償却に関する事項

 のれん及び負ののれんの償却につい

ては、５年間の均等償却を行っており

ます。

同左

７ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

 連結キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金(現金及び現金同等物)は、手

許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっておりま

す。

同左
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(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(会計処理の変更)

前連結会計年度
(自 平成19年３月１日
至 平成20年２月29日)

当連結会計年度
(自 平成20年３月１日
至 平成21年２月28日)

（固定資産の減価償却の方法の変更） 

 当連結会計年度より、法人税法の改正に伴い、平成19

年４月１日以降に取得した固定資産については、改正後

の法人税法に規定する減価償却の方法によっておりま

す。 

 なお、この変更により、従来の方法と比較して営業利

益、経常利益及び税金等調整前当期純利益が16,840千円

減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響については、当該

個所に記載しております。

            ―

（退職給付に係る会計処理） 

 当社及び一部の連結子会社の退職給付に係る会計処理

は、前連結会計年度において、退職給付債務の計算を簡

便法によっておりましたが、当連結会計年度から原則法

により計算する方法へ変更しております。 

 この変更は、当連結会計年度末の従業員の増加等に伴

い、退職給付債務の数理計算に用いられる基礎率の推定

について一定の有効性が確保されることによって、原則

法による計算の結果に一定の高い水準の信頼性が得られ

たことから、退職給付費用の期間計算をより適正化する

ために行ったものであります。この結果、前連結会計年

度と同一の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利

益は5,498千円減少し、税金等調整前当期純利益は

44,860千円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響については、当該

個所に記載しております。 

 また、この変更は、当下期における連結子会社との合

併による従業員の増加等に伴い、当連結会計年度末に行

ったため、当中間連結会計期間は、前連結会計年度と同

一の方法によっております。従って、当中間連結会計期

間は変更後の方法によった場合に比べ、営業利益、経常

利益は4,908千円多く、税金等調整前中間純利益は

42,397千円多く計上されております。

            ―
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